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１．はじめに

化石骨の正確な１４Ｃ年代測定、同位体比測定のためには、元の同位体比が保存されて
おり、外来の炭素がすべて除かれていることが重要である。骨を構成する無機成分は、
酸性土壌中では容易１こ分解されたり外部との交換が起きたりするため、化石骨の１４Ｃ年
代、同位体比測定に際しては、化学的風化作用に対して比較的安定であるとされる硬
タンパク質のコラーゲンが用いられてきた。しかし、化石骨の多くはコラーゲン続成
作用を受け、また、フミン酸、フルボ酸など、化石の周囲の堆積物由来の有機物によっ
て汚染されている。
名古屋大学年代測定資料研究センターで行われてきたコラーゲン抽出法は、０．２Ｎ

］？４ａＯＨ中であらかじめ超音波洗浄した化石骨試料を粉砕し、セルロースチューブ内で
１ＮＨＣＩを用いて脱灰した後、チューブの内容物を遠心分離して、沈殿を９０℃の水で１０
時間加熱してゼラチンコラーゲンを得る方法である（有田Ｃｉｉか、１９９０）。本方法はゼ
ラチンコラーゲンの収率が高く、保存状態の良好な化石試料においては有効であるが、
ゼラチンコラーゲンの収率が１％以下といった風化が進んだ化石に対しては、コラー
ゲンの１４Ｃ年代値は実際の年代より若返った値を示すことが報告されている（沢田ほか、
１９９２；中村ほか、１９９６）。コラーゲン含有量が低い骨試料は、骨以外からの炭素の汚染
を受けて若返りの年代を示した可能性が高く、今までのコラーゲン抽出法では化石骨
から外来炭素を除去するのは不十分であると考えられる。そこで、我々は昨年度から
｝（ＡＤ-２樹脂という吸着ポリマーを用いて化石骨試料からフミン酸、フルボ酸などの外
来有機物を完全に除去し、信頼度の高い１４Ｃ年代、炭素同位体比を得る試みを行いつつ
ある（南・中村、１９９７）。本研究では、今までのゼラチンコラーゲン抽出法によって
得られた結果とＪ（ＡＤ-２樹脂を用いる方法によって得られた結果を比較し、後者の方法
カ唱頼度の高い１４Ｃ年代、炭素同位体比を得るのに有効であるかどうかの検討を行った。

２。試料

今回試料とした化石骨は、琵琶南湖の瀬田川の河口近くに位置する粟津湖底遺跡の
第３貝塚から（財）滋賀県文化財保護協会によって１９９１年に採集されたイノシシ、ニホ
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ンジカの骨片である。粟津湖底遺跡は、水面下２～３ｍの湖底に沈んだ縄文貝塚で、
第３貝塚からは縄文時代中期前葉の船元Ｉ式の土器が出土しており、それらに前後す
る次期の型式の土器はごくわずかしか出土していない（滋賀県教育委員会（編）、
１９９７）。第３貝塚は最上層の第１層から最下層の第ＩＸ層まで大きく９層に分けられ、
第ＩＩ～ＨＩ、Ｖ～ＩＸ層から採集された骨片については、セルロースチューブ内で脱灰後、
ゼラチン化を行う今までのコラーゲン抽出法によって、また、骨片と同層の同じ地点
から採取された木片、セタシジミ貝についても１４Ｃ年代値、∂１３Ｃ値が出されている
仲村ほか、１９９７）。３種類の試料の各々は、層序によらずほぼ一定の１４Ｃ年代値を示
しているが、３種類間の年代値は系統的に大きく異なり、貝が最も古く（約４９００年）、
次に木片（約４６００年）、最も若いのが骨片（約４３００年）と報告されている。

３。実験方法

実験方法は、主としてＳｔａｆｆｏｒｄ。ｔ、ＩＬ（１９８８）の方法に基づいた。０．２ＮＮａＯＨ中であらか
じめ超音波洗浄し、粉末にした化石骨試料を０．６ＮＨＣＩ（４℃、２４ｈｒ）で脱灰した後、６Ｎ
ＨＣ１（１１０℃、２４ｈｒ）と反応させて加水分解した。得られた加水分解物をＸＡＤ-２樹脂を詰
めたカラム（１×３０ｃｍ）に通して６ＮＨＣＩでアミノ酸集合体を溶出させ、樹脂に吸着して
いる外来有機物成分は０．５ＭＮａＯＨ、ＩＭＮＩもＯＨで溶離した。各成分はロータリーエバ
ポレーターで濃縮後、凍結乾燥した。以上の操作は南・中村（１９９７）に詳しい。この
ようにして得られた試料は酸化銅、銀線とともにバイコール管に真空封管して８５０℃
に加熱し、生じた気体を真空ラインを用いて精製してＣ０２を得た。Ｃ０２を水素還元法に
よりグラファイト化し、タンデトロン加速器質量分析計を用いて１４Ｃ年代を測定した。
ｃｏ２の一部は分取して、気体用質量分析計（１！、４Ａ’Ｔｒ-２５２）により∂１３ｃ値を測定した。また、
各成分の凍結乾燥試料はＣＮコーダー（柳本製、ＭＴ-７００）により炭素および窒素含有
量を測定した。

４。結果と考察

分析したＡＷＡ-８（第ＩＩ層）、ＡＷＡ-９（第ＩＨ層）、ＡＷＡ-１０（第Ｖ層）、ＡＷＡ-１１（第
ＶＩ層）、ＡＷＡ-１２（第ＶＩＩ層）の５骨片試料について、脱灰後の酸に不溶成分（ＤＢＰと
略す）と可溶成分（Ｓと略す）、ＸＡＩ：）樹脂処理をしたアミノ酸集合体成分（ＸＡＤと略
す）とフミン酸やフルボ酸成分（Ｆと略す）のＣ／Ｎ比、∂１３Ｃ値および１４Ｃ年代値を表１
に示す。１４Ｃ年代濃度の標準体にはＮＢＳ修酸（Ｍ・／１-９４）を用いた。１４Ｃ年代値はＬｉｂｂｙの
半減期５、５６８年を用いて算出し、西暦１９５０年から遡った年数で示した。なお、より正
確な１４Ｃ年代値を得るため、それぞれの∂１３Ｃ値を用いて炭素同位体分別の補正を行っ
た（中村ほか、１９９４；小田、１９９４）。

- ４ ７ -



浙 ｝ 湘 毎 脇 § 晦 堺 ３ 翁 ｗ 淘 弟 呼 ｒ 猫 臍 収 芦 け ４ 　 Ｕ １ １ 　 　 ０ １ １ １ 　 　 　 Ｎ ｍ ｍ 　 ０ ０ １ １ １ 　 　 ｏ ｌ ｌ ｊ ｊ ｊ ｌ ｉ ｉ ｉ ｉ ｌ ｏ ｌ ｌ ｉ ｉ ｉ ｉ ｌ ｉ ｉ １ ５ 　 　 　 ０ １ １ 　 　 ０ 　 　 ｉ ｌ 　 ４ １ １ １ 　 １ １ 　 ０ ０ ０ １ １ １ ５ 　 ９ 　 ｉ ｉ 　 　 １ １ １ １ ２ 　 　 　 １ １ １ １ １ １ １ １ ｒ 　 １ １ １ 　 Ｒ

Ｒ Ｈ Ｌ Ｉ Ｊ １ １ 　 　 　 １ 　 １ １ １ １ １ 　 ｏ

が ｚ 二 ｎ ｀ ソ ’ Ｒ ｉ ゛ ｔ 庁 ぶ ｝ ｇ ｓ 乱 ｝ 片 ａ ｉ ｀ ｏ こ ｏ ｌ ｇ § ａ 冲 ｏ ョ ９ ° ９ 巨 訃 邑

∃ ｏ 口 目 ａ Ｑ Ｓ ｎ ｐ く ｐ Ｓ ａ Ｑ ’ ｙ ‘ ’ 、 Ｑ Ｎ Ｏ Ｓ フ ョ 町 ｉ Ｑ 巴 ｛ ｎ ｙ Ｓ ｏ ｝ ｏ ｔ Ｑ 巴 ａ ｇ ゛

ｍ ｎ ［ ‥ ］ ｏ Ｆ ㈹ ｇ ｓ Ｑ 改 ［ ］ 〇 ‘ ｓ Ｑ Ｅ

ｌ ｌ ｌ Ｓ Ｉ 　 　 １ １ １ 　 　 ０ １ １ １ 　 　 ０ １ １ １ 　 １ １ １ １ ７ 　 １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ ０ １ １ 　 　 　 ５
ｉ １ １ 　 １ １ ０ １ ）

哨

Ｈ Ｕ

- １ - - Ｉ

- １ １ - -

Ｈ Ｉ

Ｅ ｊ
Ｈ ｍ

Ｌ ｍ 　 ｗ 　 　

ｍ Ｈ ｊ ４-
１ １ 　 　 Ｊ 　

１ ６ Ｍ 　 　 　 ｊ １ １ １ 　 ｏ

- - - -

- Ｉ Ｓ 書 Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ 卜 - １ 卜 １ １ - １ - １ １ １ １ １ １ １ １ - ̶ - Ｉ Ｓ Ｉ Ｓ Ｉ Ｉ Ｉ - - Ｉ 暑 Ｉ Ｓ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｓ Ｉ Ｉ Ｉ - Ｉ Ｉ Ｉ Ｓ

Ｒ 　 　 １ １ ０ １ １ 　 ｔ ｌ ｌ ｉ ｉ ５ 　 ｏ ｉ ｌ 　 　 Ｒ 　 Ｕ 　 　 ｊ ｌ ｊ

１ １ １ １ １ 　 ｏ 　 　 １ １ 　 １ １ １ １ １ １ １ １ 　 １ 　 １ 　 　 １ 　 　 　 １ １ １ ０ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ 　 　 　 ｉ ５

Ｅ ｍ

Ｅ

ｌ ｌ ｊ Ｗ Ｉ 　 ０ １ １ 　 　 ｊ １ １ 　 ｏ Ｈ Ｉ 　 ｏ ｉ

Ｑ（１ 　１ 　　１１ 　

-
ｍ Ｈ ｊ

Ｍ
ｉ Ｕ 　 １ １ １ １ 　 ｌ ）

圃

ｌ ｊ Ｂ １ １ 　 　 １ １ １ 　 ｊ ｌ ｉｏ ｌ 　 　 　 ０ １ ０ １ １ 　 　 ０ １ １ 　 　ｏ ｌ 　 １ １ 　 　 ０ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ 　 １ １ １ １ １ 　 　 ０ １ １ 　 １ ０
Ｅ ｍ

Ｅ

-̶ - １ １ １ ａ １ １ １ １ １ １ １ - １ １ １ １ １ １ １ - Ｉ Ｉ 働

｛ ｝ （ １ 　 １ １ １ １ １ １

１ １ 　 １ １ 　 ｏ ｏ 　 　 ｏ ｊ １ １ 　 ０ １ １ １ 　 　 １ 　 　 １ １ 　 １ 　 １ 　 １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ 　 　 　 ｉ ５

１ １ 　 １ １ １ １ 　 １ １ １ １ １

Ｅ

１ １ １ １ １ １ - Ｉ Ｉ - Ｉ Ｉ - Ｉ - Ｉ - Ｉ - - - Ｉ - Ｉ - ・

｛ ｝ （ し

Ｈ 　 ｌ ｌ
- - - - -

- １ - - -

○ ｕｌ ＣＸ

ひ り・ Ｑ

- - - - -

- - - - -

１ - Ｉ Ｉ １

ｕ 乱 ひ

- - - - -

̶ - - １ -

Ｌ ｎ
-

ｌ （ ）゙ り
- - - - -

- - Ｉ Ｉ Ｉ

Ｕ、ｊ ∞ ○

Ｕ 　 　 ０ ４ １
ａｌｌ 　　　ｏｌ 　ｊｌ 　ｉ 　

ｎ Ｄ

Ｉ Ｉ Ｓ Ｉ Ｉ Ｓ - - Ｉ Ｉ Ｉ

ｌ ｉ Ｒ

-
ｔ Ｈ 　 　 １ 　 ｌ

Ｍ 　 ｏ ｊ
Ｕ１１１ 　　ｏ ｌ 　ｏ ｌｉ

Ｈ ｍ

１ ０ １ ０ ４ 　 ｉ ｌ ｌ ｉ 　 　 ｉ

ｊ ｌ 　 １ １ １ １ ５ １

１ １ 　 Ｅ Ｍ 　 ｉ ｌ ｌ

１ １ - - １ １ １ １ １ ｓ

ｌ ｉ Ｒ

-
ｎ Ｕ

Ｕ ｊ ４ 　

Ｉ Ｈ

Ｉ Ｉ - Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ ■

Ｕ 　 　 ｏ ｌ ｊ 　 　 １ ９

- - -

１ １ 　 ｌ ｌ ｌ 　 ｉ ｉ ｉ ｌ ｌ ｌ

ｍ 　 Ｗ

ＵＩ 　ｏ ｉ 　１４１１ 　ｌ

４ ｗ ｗ Ｏ 吽 ｝ （ ） （ ）

４ ｕ ｗ Ｏ 吽 ∞ Ｏ

ｍ Ｈ

ｎ Ｂ

- - - Ｉ Ｉ Ｉ

- Ｉ - １ １ - Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｓ １ １ - Ｉ - - ̶ - １ １ １ １ Ｉ Ｉ Ｉ Ｓ Ｉ - Ｉ Ｓ Ｉ Ｉ - Ｉ Ｉ Ｉ - Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ

- り ｏ ° Ｑ ４ Ｚ Ｏ 吽 Ｑ ０ ４ ∞ ｗ り

Ｍ ｊ ｌ

Ｊ 　 ４ ０ １

ｊ Ｈ

ＩＱ ←

登 司 ｏ 什 ∞ ｏ ｕ ∞ 出

４ ｕ ｗ Ｏ 汗 ∞ Ｏ ｕ ｗ ０ ４

- - - - - -

暴 Ｉ Ｓ Ｓ １ １ １ Ｓ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｓ Ｓ １ １ １ １ １ ● - Ｉ Ｉ Ｓ Ｉ Ｉ Ｉ - １ １ １ - １ １ １ １ １ １ １ １ - ̶

‘ ４ ４ ０ 口 ｏ 十 ∞ ０ ４ ∞ ｗ ｗ

Ｎ） 「 ○

ＩＱ ｒ ひ

ｔＱ Ｏ ｔＱ

ＩＱ Ｕ、） ４

１１１ 　１１１ 　１１１１１１ 　　１１１１１ 　１０１１４１１ 　ｉｌ 　

- り ｏ ° ４

１ １ ｔ Ｍ 　 １ ４ ０ 　 １ ９ １ １ １ 　

１ １ １ Ｓ Ｓ - - - -

h t t p : / / w w w . . c m 　

ｊｏ 　５ 　０１１７ 　　ｏ ｌｌｒ ｌｉｉｉｌ４ｏ 　ｌ５ 　　０１１１１１１１

h t t p : / / w w w . ｏ . c o . j p

ｊ . １ １ ５ . ０ １ １ １ １ １ １ ５ ４ ０ １ . 　 　 ０ １ １ １ １ １ １

１ - Ｉ Ｉ - Ｉ Ｉ Ｉ 暑

ｌ ｌ ｊ Ｏ Ｈ １ １ 　 ｌ ｉ

払 い ″ ｏ （ ） 十 一 一 ｀ （ ） ｕ 一 ｗ ｕ ４

４ 芯 ｏ 隆 Ｃ Ｏ Ｊ ｗ Ｊ Ｊ

ｕ ｍ Ｍ ｏ ｌ 　 ｎ １ １

ｗ 口 ４ ｏ 吽 二 〇 ｕ ∞ ｗ ｗ

４ ｗ Ｃ Ｏ 汗 に Ｏ Ｊ ｗ ひ Ｏ

４ Ｊ Ｑ Ｏ 汗 ← Ｏ Ｏ Ｊ ∞ Ｗ Ｏ

ｎ ｎ Ｈ Ｊ １ １ １

-
ｎ ｌ 　 　 １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ （ ） （ ）

４ 心 Ｊ （ ） （ ） 汗 ″ ｗ （ ）

１ １ １ 　 １ １ １ １ １ １ １ Ｕ １ １ 　 　ｏ ｉ 　 １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ 　ｍ １ １ 　 　ｏ ｉ

ｓ ｌ ｌ - １ １ Ｉ Ｉ Ｉ - - １ １ -̶ ̶̶ 一̶

４ ４ ｗ Ｏ 吽 ∞ Ｏ

- - - - - -

４ ″ ｗ ４ （ ）

-
ｍ ｎ

Ｗ Ｎ

Ｈ Ｄ

- -̶ Ｉ Ｉ - Ｓ - ｓ

Ｍ Ｉ 　 １ １ １ ０ １ 　 １ ５

Ｎ
１ １

Ｈ
Ｉ Ｉ Ｉ Ｓ ● Ｉ Ｉ

Ｈ
-

Ｔ ｊ ９ 　

Ｕ
ｌ ｌ

１ - - -

- - １ １ - １ １ １ １ １ - 自 - １ - - - Ｉ - - 卜 １ - - - - １ １ - - Ｉ - - Ｉ Ｉ Ｉ - - １ - Ｉ - - - Ｉ - Ｉ - - - - - Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｓ Ｉ Ｉ Ｓ Ｓ Ｉ Ｓ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｓ １ １ Ｉ Ｉ Ｉ １ １ - - Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ 欄 - Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｓ Ｓ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ
Ｉ - Ｉ - １ １ - - １ １ - -

｛ ｝ （ １ 　 １ 　 １ ７ 　 ｉ ｌ ｌ 　 　 Ｌ Ｉ 　 ｊ 　 　 １ １ １ １ 　 　 ４ Ｌ ９ 　 　 Ｌ ４ 　 ｊ ｊ ｌ ｌ ｌ ｌ 　 ｌ

ｎ
Ｗ Ｉ

Ｗ ト、）
Ｕ、
）

←

ＩＱ ～ｊ

- - - -

Ｗ Ｏ

｝ ） ｛ ｝ｍ Ｌ Ｌ １ １ 　 　ｏ ｌ 　 Ｂ Ｉ 　 １ １ １１ １ １ １ １ １ｊ ｉ ｌ ｌｊ ｉ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｉ ｌ 　 ｌ ｉ ｌ 　 ｉ ｌ ｌ ｉ ｉ ｉ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｉ ｉ ｉ ｉ ｌ ｌ ｌ 　 ｉ ｌ ｌ ｉ ｉ ｉ ｌ ｌ ｌ ｉ ｉ ｌ ｉ ｌ ｉ 　 １ １ １ １ ３ ０ １ １ １ １ 　 ｌ 　 １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ ３ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ 　 ｌ 　 １ １ １ １ １ １ １ １
１ １ １ １ １ １ １ ０ １ １ １ １ １ １ １ １ 　 　 １ １

り ） ｚ ‥ り き ｛ ２ ｎ Ｅ - ｚ ｏ Ｅ ｇ Ｑ ぼ ａ 呂

ｗ ｝ ｘ ｙ 」 ｛ ご ざ ″ ｛ ｝ 『 Ｑ ｚ ’ コ ー ロ Ｊ ａ ｛ ｌ ｝ ｛ １ 『 ｏ 々 Ｓ ｇ ぼ ａ §

１ 　 』 （ ‘ （ り ‥ ｛ ‘ Ｑ ← 陛 ロ ｎ ｏ ｝ ｝ 高 ｇ ’ ‘ 。 Ｑ ａ 呂 ａ ｇ ｎ ｛ ｌ 尽 ∃ ａ § ｚ ｏ Ｊ ａ ｉ 三 ｓ 匿 呂

｛ ａ ｇ 呻 ｏ ∃ Ｚ 防 Ｑ ヨ 回 ｇ ｇ ｝ ・ ‘ 芯 旨 ）

１ ） ？ Ｊ ｛ ぐ ｛ ｎ 叫 乱 ｝ ｛ ｉ 跨 μ ｎ Ｅ ’ ‘ 。 ｇ ｛ ’ ｏ コ

ｍ Ｍ １ １ １ 　 　 ｏ ｉ ｌ 　 　 ｏ ｌ Ｍ １ １ １ 　 　 Ｕ Ｌ 　 　 ｉ ｏ ｏ １ １ １ 　 １ １ １ ｛ い ｐ ㈲ ａ ａ ° ｝ ｑ ’

- 畠 -



｜｜ １ １ １ Ｖ Ｖ Ｉ

Ｈｏｒｉｓｏｎｎｕｍｂｅｒｓ

４９

ＶＩＩ

４-１．Ｃ／Ｎ比
骨片試料から抽出した成分のＣ／Ｎ比は層序の違いにほとんどよらず一定である（図
１）。いずれの層位においても、ＸＡＤ樹脂を通して得られたアミノ酸集合体成分
（ＸＡＤ）のＣ／Ｎ比が一番小さく２．８前後の値を示し、脱灰して骨の無機成分を除去した
成分（ＤＢＰ）とゼラチンコラーゲン（ＧＣ）のＣ／ＮＪ：ヒは、ＸＡＤより幾分高く３．２前後の
値を示している。外来有機物と考えられるフミン酸やフルボ酸成分（Ｆと略す）のＣ／Ｎ
比は骨コラーゲンよりも高い値を示している。コラーゲンのようにグリシンの多いタ
ンパク質の（：ご／Ｎ比は、３．２±０．５といわれており（Ｈ１１ｚａｎｄｖｏｎＥｎｄｔ、１９９０）、一方、土壌
有機物のＣ／Ｎ．Ｅヒは１０以上の高い値をもつものが多い。イヒ石骨が埋まっている堆積物な
どコラーゲン以外からの有機物の影響で、ＦのＣ／Ｎ比が高くなったと考えられる。

図 １ 粟 津 湖 底 遺 跡 の 第 ３ 貝 塚 か ら 採 集 さ れ た 骨 片 か ら 抽 出 し た 成 分 の 層 序 に よ る
Ｃ／Ｎ比
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４-２．∂１３Ｃ値
骨 片 試 料 か ら 抽 出 し た 成 分 の ∂ １ ３ Ｃ 値 を 層 序 に 示 し た の が 図 ２ で あ る 。 骨 コ ラ ー ゲ
ンの各成分の ∂１３Ｃ値は、第ＶＩＩ層を除いて層序によらずほぼ一定である。いずれの層
位においても、アミノ酸集合体（ＸＡＤ）の∂１３Ｃ値が一番大きく-２０～-２１‰で、ＧＣの
∂１３Ｃ値がそれより０．４～０．６‰小さく、ＤＢＰはＧＣよりさらに０．２‰位小さい∂１３Ｃ値を示
している。フルボ酸、フミン酸成分（Ｆ）の∂１３Ｃ値は-２４～-２８‰と、骨コラーゲンが示す
値 よ り も か な り 小 さ い 。 Ｄ Ｂ Ｐ は 試 料 中 の 炭 酸 塩 を 除 去 し た の み で フ ミ ン 酸 、 フル ボ 酸
な ど の 不 純 物 は 除 去 さ れ ず に 残 っ て い る 可 能 性 が 高 く 、 こ の 不 純 物 の 影 響 を 受 け て ∂
１３Ｃ値が低くなったと考えられる。ゼラチンコラーゲン抽出成分（ＧＣ）には、９０（Ｃの

温水に不溶なフミン酸、フルボ酸は含まれないはずであるが、）（ＬＡ２１：）に比べて∂１３Ｃ値が
高 い こ と か ら 、 こ れ ら 外 来 有 機 物 由 来 の 炭 素 が 除 去 さ れ ず に 残 っ て い る 可 能 性 が 考 え
られる。

図 ２ 粟 津 湖 底 遺 跡 の 第 ３ 貝 塚 か ら 採 集 さ れ た 骨 片 か ら 抽 出 し た 成 分 の 層 序 に よ る

∂１３Ｃ値
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４-３．１４Ｃ年代値
図３に、骨片試料から抽出した成分の１４Ｃ年代値を、骨片と同層の同じ地点から採取

された木片の１４Ｃ年代値とともに示した。第Ｖ層を除いて、ＸＡＩ：：）の１４Ｃ年代値はＧＣの１４Ｃ
年代値よりも古く、同層の木片から得られた１４Ｃ年代値に近づき、誤差内で一致する傾
向が見られた。ＧＣの１４Ｃ年代値は、ゼラチンコラーゲンの収率が悪い第ＩＩ層のＡＷＡ-８
（収率０．６２％）や第ＩＨ層のＡＷＡ-９（収率０．５６％）で数百年若くなっているが、ＸＡＤの
１４Ｃ年代値は収率に関係なく、第Ｖ層を除いて４５００～ｚ１．５’７０（ｙｒＢＰ）となった。Ｆの１４Ｃ年代

１；よＡＷＡ-１（）が３９４０（ｙｒＢＰ）、ＡＷＡ-１１；・１戸２０７０（ｙｒＢＰ）と骨コラーゲン本来の年代よりかな
り若く、特１こＡＷＡ-１１において際だって若い値を示している。ＡＷＡ-１０の試料はゼラチ
ンコラーゲンの収率が２．１５％と多く、保存状態が良好で若い年代の外来炭素の汚染が

少ない試料であったために、ＸＡＤとＧＣの間に年代差が生じなかったと考えられる。

図 ３ 粟 津 湖 底 遺 跡 の 第 ３ 貝 塚 か ら 採 集 さ れ た 骨 片 か ら 抽 出 し た 成 分 の 層 序 に よ る
１４Ｃ年代値
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５ まとめ

一般に新鮮な骨から回収されたゼラチンコラーゲン中の炭素含有率は４０～５０％とさ

れており、３８～４５％の炭素含有量を示す今回の骨片試料は比較的保存性がよかったと
考えられる。しかし、その中でも、ゼラチンコラーゲンの収率が１％以下と少ない第
Ｈ層のＡＷＡ-８や第ＩＩＩ層のＡＷＡ-９では、ＧＣから得られた１４Ｃ年代値が、実際の年代より
も数百年位若返っている。この結果から、コラーゲン含有量が低い化石骨試料におい
ては、今までのゼラチンコラーゲン抽出法によって化石骨から外来炭素を除去するの
は不十分であると考えられる。
それに対して、今回試みたＸＡＤ吸着樹脂を用いる方法は、外来有機物由来の炭素を

取り除いて信頼度の高い１４Ｃ年代値を得るのに有効であることがわかった。今後さらに
年代の古い化石骨、保存状態の悪い骨試料について本方法を試み、検討を行っていく
予定である。
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